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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
農業経営環境の厳しさが増しているが、そのなかでも環境変化に能動的に対応し
優れた成果をあげる農業経営がある。そこに厳しい環境のなかに農業の可能性を見
て取る経営者の環境認識があると指摘されているが、「認識」という経営者の主観
的プロセスを把握・分析しようとする研究はほとんどみられない。本論文は、この
ような対応行動を捉えるには、同じ環境に直面しながらその受け止め方の違い、す
なわち経営者がどのように環境を認識し対応行動を導き出したかという情報処理プ
ロセスを明らかにすることが必要であると考え、農業経営者の環境認識にもとづく
環境対応を説明する情報処理プロセスモデルを作成し、農業経営者の長期の意思決
定プロセスを検証するとともに、認識枠組みの変化による経営管理や事業戦略の変
化を明らかにしたものである。評価される主な点は以下の通りである。 
 
１．農業経営行為を情報活動として捉える視点を提起し、経営行為を経営者の主観
的な環境情報認識、対応の代替案の導出と判断、それら全体を左右する知識から
なる一連の情報処理プロセスであり、かつ、意思決定と行動の結果が知識を蓄積
し、情報認識、代替案導出を変化させるという経路依存性の高いプロセスとして
捉えるモデルを提示したことである。すなわち、最初にどのような知識をもって
いるかが情報認識、代替案導出の幅を制約し、そこで採用された行動が知識とし
て蓄積され、次のプロセスに影響を与えると見なされることから、同じ環境に直
面していても経営は異なった対応方向を選択することが説明される。 
２．上記モデルを用いて酪農経営の長期展開過程を検証した結果、知識と情報認識
の動態的な相互作用を通して、経営の意思決定が過去の判断の蓄積による能力の
形成の上になされていることを確認したことである。その結果、経営指導にあた
る普及員が、たとえ優れた取り組みであっても、積み重ねによる経路依存性の強
い経営の取り組みを、そこだけ取り出して他の経営に移植しようとしても困難で
あることが示唆され、認識枠組みが異なる経営の情報や、簡単にみえても心理的
距離が遠いと感じる取り組みは受け入れられていないことが確認される一方、普
及員への信頼が心理的距離を縮めることも確認され、普及活動への知見も大き
い。 
３．経営者の環境認識が従来とは異なる経営上の認識枠組みをもたらし、それが経
営全般にわたる管理の変化を産み出していることを捉えたことである。青果物の
契約取引や直売、販売管理と直結する生産管理を産み出した契機、また、飼料米
利用畜産物の生産と販売にかかわる事業組織において市場価値追求と社会価値追
求の異なるコンセプトの事業戦略が産み出されていることを明らかにした。 
 
以上のように、本論文は農業経営行為を、経営者の環境情報認識と蓄積された知
識にもとづく動態的な情報処理プロセスとして捉えるモデルを提示し、検証するこ
とによって、同じ環境に直面しながら異なった環境対応が選択されることを説明し
ており、農業経営学、農業普及論の発展、普及事業に寄与するところが大きい。 
よって、本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、平成２７年５月１４日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した
結果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
 また、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。 
注）論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文は、本学学術情報リポジトリに
掲載し、公表とする。 
